
上下水道料金が引上げられます！

今年 10月納入月分から

　上下水道事業特別会計の収支改善と、

上下水道事業の安定的な運営を続ける

ため、

９月 25 日検針分（10 月 31 日納入分）

から、「基準水量」の改定により、料金

が変わります。

　上下水道使用料金は、町民の皆さんの

安全安心な水道水と下水処理の安定供給

を支える大切な収入源です。町民の皆さ

んのご理解とご協力をお願いします。

【問合わせ先】役場建設課：TEL ４４－３３８３
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▲小型ポンプ操法（第３分団）

▲放水競技（第１分団）
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まち の 日記帳

　婦美町自治会（酒巻徹会長）が主催する「盆踊り」が
婦美会館駐車場で行われ、やきとりやフライドポテト、
かき氷などの出店のほか、抽選会なども行われ、会場
は大いに盛り上がりました。
　また、盆踊りでは、参加者がやぐらを囲みながら輪
になって踊り、少しずつ秋めいていく季節を惜しみな
がら晩夏の催しを楽しみました。

　父母会が主催する七夕まつりがびくに保育所・みなと
保育所・子育て支援センターで行われました。
　園児たちが画用紙で作った七夕飾りには、「ケーキ屋
さんになりたい」「おもちゃをいっぱい買ってもらいた
い」など、思い思い

3 3 3 3

の願い事が書かれた短冊が結ばれ、
ヨーヨー釣り、輪投げなどの縁日やお化け屋敷に大は
しゃぎする園児の姿が見られました。
　祭りの最後には、恒例の花火大会も行われ、楽しい夏
の思い出となりました。

　海水浴客や観光客で賑わう町内の海岸線で「ゴミ持ち
帰り運動」が行われ、北海道開発局小樽道路事務所や余
市警察署、商工会、町職員などが参加してゴミ持ち帰り
の啓発活動を行いました。
　参加者は観光客一人ひとりに「ゴミ持ち帰りにご協力
ください！」と啓発用のポケットティッシュを配布しな
がら呼びかけ、海岸の清掃活動を行いました。
　海岸には漂着したゴミやポイ捨てされたゴミなどが散
見されました。町が誇る美しい海岸線の景観が損なわれ
ないよう、これからも啓発活動を続けていきます。ご協
力を！
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美しい海岸づくりに汗
「ゴミ持ち帰り運動」
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短冊に願いを込めて
　保育所で七夕まつり
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晩夏の夜が賑やかに
　婦美町で盆踊り
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